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安慧の三性説理解について

北 野 新 太 郎

安 慧(一Sthiramati,510-570)は 顕 現 の結 果 としての形象 を遍 計所 執性 で ある とす

る.わ れわれ に とっては 『摂大 乗論』 にいわれ るように 「所 遍計(parikalpya)」 は

依他 起性で あ り,そ れ(依 他起性 としての所遍計)に 対 して意識が言葉 に よる増益

をな した結果 として依他起性 か ら遍計所執性 への転換 が起 こる と考 えた ほ うが理

解 しやすい のであ るが,安 慧 は顕現が起 こった ときにはすで に形象 は遍 計所執性

となってい る と考 えて いる ようで ある.そ の意味で安慧 の三性説理解 に は不明 な

点 が多い.こ こでは安慧 の三性説 理解 の特徴 を特 に顕現 とい うことの意 味 を中心

として考 察 してみ る.

そ してこのようにあらゆる所識(vijneya)は,構 想 された存在(遍 計所執性)で あるから,

事物(vastu)と して存在するのではない.し か し(認 識する)識(v櫛ana)は 縁起 したも

のであるから実在(dravya)と して存在す ると認められるべきである.(Ti^imsika-bhasya,

Levied.p.16,11,15-16.)

安 慧 は ここで はv櫛 盃na,v櫛eyaと い うよ うに能 ・所 に対応す る形 を使 つて いる

か ら,依 他起性 としての識が認識主観 それ によって認 識 され る所識 が遍 計所 執性

と考 えてい る とみて よいで あろ う.そ して認識 が起 こる ことが顕現で あ るとす る

と,顕 現 した対象 は(外 界の)対 象 として増益 されてい る ところの遍計所執性 その

もの,と い うこ とになる.v"茄na,v"箇naparip5ma,abhutaparikalpaと い うもの はい

うまでもな く依他 起性 に位置 づけ られ るもので あ るが,そ れ 自体が,「 構想 された

自性」 すなわちparikalpita-svabhavaに 対 して は認識主観 的 な意味 を もつ もので あ

る.し か しvijnapti-matra(唯 識)と い うことは識(vijiiana,あ るいはvijnapti)以 外 の

ものは存在 しない とい うこ とで あ るか ら,認 識 が起 こってい る ときのその認識の

対象 も,そ の"唯 識"と い うこ とに したがえば識(す なわち心)で なけれぼな らな

い こ とにな る.識(心)は 唯識派 の考 えか らす るな らば,縁 起 した もので あ り,有,

す なわち,存 在的 な もの としての依他起性 に位置 づ け られね ばな らない.し たが っ

て,そ の識(心)以 外 の もので はあ り得 ない筈 の"客 観"も また依他起性 に位 置づ

396



(178) 安 慧 の三性説理解について(北 野)

け られねばな らない,と い うこ とになるで あろ う.こ の よ うな意味 において ,認 識

にお ける"客 観'を 三性 の 中の遍 計所執性 に位置づ け るか ,あ るいは依 他起性 に

位置 づけ るか とい う問題 が必然 的に生 じて くるこ とになる.こ の よ うに認識 の対

象 に遍 計所 執性 と依他起 性 との二重 の存在性格 が付与 され る点 に三性説 を理解 す

る上で の難 しさが ある といえ る.

『唯識 三十頌』第17偶 において世親 は次の よ うにいってい る.

この識転変は構想(分 別)で ある.そ れによって構想(分 別)さ れるものは,存 在 しない

のである.そ れゆえに,こ のあらゆるものは,た だ識のみのものである.(Zr碑 畝 激δ脈δ,

Levied.p.35,11.8-9.)

次 に安慧 がabhutaparikalpaとgrahya,grahakaと の関係 を どの よ うに捉 えてい る

か につ いて確 認 してみ よ う.

「所取 と能取 とを分別すること」[というのは,外 界の対象 としては]空 である象などの形

象の幻において,象 の形象など[を 認識する]よ うなものである.二 つの虚妄(所 取 ・能

取)が ここにおいて分別されるから,あ るいはこれによって分別されるか ら 「虚妄分別」

である.ま た 「虚妄」 という言葉によってそれは所取 ・能取 として分別 されるようには存

在 しないということを示すのである.「分別」 という言葉によって,分 別されているよう

な[外 界の]対 象は存在 しないということを示すのである.こ のようにこれ(虚 妄分別)

の特質は所取 と能取 とを離れたものであることが明 らかにされたのである.(Madhyanta-

vibhaga-tika,Yamaguchied.p.13,11.17-23.)

この箇 所の安慧 の説明 か らみ る と,所 取 ・能取 とは幻術 において顕現 した象 の

よ うな もので あ り,遍 計所執 性 として の象が 「こ こにお いて(asmin)」 あ るいは

「これ によって(anena)」 分 別 され るか ら虚妄分別 で ある とされ る.そ して虚妄分

別 によって 「分 別 されて いるよ うな[外 界 の]対 象 は存在 しない」 とされて い るか

ら安慧 にお ける所取 ・能取 とは依他起性 としての存在性 をもった識 よ り外 に増益

され たものであ るこ とが わか る.『 中辺分別論 』1・1は 以下 の ごと くで ある.

虚妄分別はある.そ こに二つのものは存在しない.し かしそこに空性が存在 し,ま た,そ

の同 じところにそれ(虚 妄分別)が 存在す る.(Madlryantavibhaga-bl7asya,Nagaoed,P.

17,11.16-17.)

依 他 起性 としての虚妄分別 は存在 す るが その同 じところ(tatra)に は 「二 つの も

の」す なわち所取 ・能取 は 「存在 しない(navidyate)」 と され るか ら本 来,所 取 ・

能取 とは遍 計所 執性の領域 に位置 づ けられ るべ き もの とみて よいで あろ う.

『成唯p論 述記』で は三性説 についての安慧 と護法 とのそれぞれ の解釈 を次 の よ

うに示 してい る.
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安慧 は解 して云 く.何 を転変 と名つ くるや。謂 く是の三[能 変]の 識の自体は皆,転 変 し

て見 ・相二分に似る.識 の自体分を名づけて転変と為す.転 変 とは変現の義な り.即 ち識

の自体が現 じて二の相 に似るなり.実 には二相 に非ず.其 の実の二相は即ち所執なるが故

に.即 ち遍計所執は依他の有に似る.理 実には無なり.或 は転変 とは是,変 異の義なり.

謂 く一・の識体が変異して見 ・相二分の用 と為 りて起るなり.

護法菩薩は解 して謂 く.又,転 変 とは是,改 転の義なり.謂 く一の識体改転 して二相 と為

る.自 体 とは異なるなり.即 ち見には能取の用有 り,相 には質擬の用有る等なり.識 の自

体が転じて能取 と及び有磯 とを起すに由るが故に.或 は変 とは是,現 の義なり.(大 正43,

p.487,a,11.6-15.)

pari頃ma(転 変)を 安慧 は 「変現」 と解釈 し,護 法 は 「改転」 としてい る.そ

して顕現 の結果 として の形象 を安慧 は遍計所執 性 に,護 法 は依他起性 に位置づ け

てい るか ら,(安 慧の)「 変現」 とは 「存在性 その ものの変化」,(護 法の)「 改転」 と

は 「等質 な存在性 を もった ものの展開」 とみ るべ きで あ ろう.換 言 すれぼ安慧 は

所取 ・能取 を依他起 性 としての識転変 の領域 よ り外 に位置 づ け,護 法 は相 分 ・見

分 を依他起 性 としての識 内で処理 しよ うとしてい る とい うことにな る.

安 慧 はMα4加 δ1z伽め雁gα歓δにおいて次の よ うにいってい る.

幻の質料因(蘭05d珈a)の よ うに,顕 現するものは存在するが,所 取 ・能取の形象 とし

て顕現しているごとくには,こ れ(依 他起性)は そのように存在 しないのである.幻 の人

(m蕊y5-purusa)な どのようなものである.そ れゆえに[そ れは]迷 乱である.「それは実に

依他起性における真実である.」そうでなければ,存 在 しているものがそれ自体において,

存在 していない形象 として顕現することになってしまう.(Mα 励卿'α、・め雁g碑1版Yamagu-

chied.p.113,11.12-16.)

安 慧 は 「そ うでな けれ ば,存 在 して い るものが それ 自体 にお いて,存 在 してい

ない形 象 として顕 現す る こ とにな って しま う」 とい う.「 存在 してい るもの」 と

は,い うまで もな く依他起性 であ る.こ こで安 慧が否定 してい るのは護法 のい う

「改転」に近 い立場で あろ う.ま た 「存 在 して いない形 象 として顕現 した」 もの は

遍計所執 性で あ るとされ る.こ の こ とか ら,安 慧 は 「顕現 」 とい う一 つの動 きに

よって流 動的 に依他 起性か ら遍 計所執性 への転換 が起 こるとみて いる とい うこ と

が わか る.

紙 数 の関係 で註記 は省略.

〈キ ー ワー ド〉 三 性 説, Sthiramati, 顕現,所 取 ・能取, viineya

(国際仏教学大学院大学大学院)
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